
【資料１】 令和５年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和６年３月２９日

（１）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和6年度の方針【学校全体での取組】
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較
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かったり」する

（１）自校の体力的課題の解決に向けての授業での工夫・改善
　・補強運動と単元の特性に応じた体力の向上
　　　毎時間の準備運動を通して柔軟性を高め、各単元の特性を生かし、持久力・投力・筋力などを高める運動をバランスよく
　　取り入れ、スポーツテストの合計点が４～６点向上することを目指す。

（２）運動の二極化を防ぐための授業での工夫・改善
　・保健体育の授業の充実を図る
　　　実技の授業では、自己に応じた目標設定とその達成に向けて努力することによって達成感を味わわせる体験を積ませ、
    保健や体育理論を通して、運動の必要性や楽しさ・魅力を伝える。

（３）授業の過程で、知識を活用したり、表現したりする場面設定の工夫・改善
　・タブレットの積極的活用
　　　実技や保健などの学習を通して、適宜タブレットを活用し、知識の活用や発表の場を設ける。
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